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たな可能性を与えたものとなっている。次に、最近提案された l-overlapping counting と呼ばれる新たな(連の)
数え方を用いて order k の二項分布、 order k の負の二項分布、 order k の Poisson 分布の確率母関数を、マルコフ
連鎖埋め込み法を用いて明示的に与えた。また、 l-overlapping counting という視点から、 order k の負の二項分布、









第 1 章で連やバターンの分布理論が概観された後、第 2 章で制約のない addition matrix を用いて Pólya の壷の
? ???
モデルの一般化が行われ、一般的なモデルの下で特定の種類の玉の数の厳密分布が求められている。
第 3 章では、 {O，1}ー値マルコフ連鎖の下で今までの数え方を含むような新しい数え方による“ 1 "の連の数の分布
が導出され、対応する待ち時間分布や連の長さに対応するオーダーのポアソン分布との関係が議論されている。






算の例が随所に挙げられている。とくに、第 2 章の結果は、制約を外した一般的な Pólya の壷のモデルを用いた解
析の可能性を示している o また、第 4 章で提案された方法は、状態空間が有限である場合においても離散確率を計算
する新しい方法として評価できる o
以上の成果は、パターンに関する離散分布論の研究に大きな貢献をするものであり、博士(理学)の学位論文とし
て価値のあるものと認めるD
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